
２００８年１１月４日 
平成２１年３月期 第２四半期決算の概要 

                      シ ロ キ 工 業 株 式 会 社      

（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 
                      （＊百万円未満以下切り捨てております） 

１、平成２１年３月期 第２四半期連結決算の概要                     
 
■９月３０日現在の当社の連結対象子会社数は国内５社、海外６社の計１１社で、持分

法適用関連会社は国内２社であります。   
 

■第２四半期連結決算概要■  
（上段当第２四半期、  

下段前年同期）

 
①売上高：  
７１２億７千９万円  
６８８億２千５百万円  
（前年同期比３．６増）  

 
②営業利益：  
２５億３千３百万円  
１７億２千９百万円  

（前年同期比４６．５％増） 
 
③経常利益：  
２５億４千７百万円  
１５億７千７百万円  

（前年同期比６１．４％増） 
 
④四半期純利益：  
１８億２千７万円  
１２億１千４百万円  

（前年同期比５０．５％増）  
 
●１株当たり当期純利益：  

２０円６１銭  
１３円６９銭  

 
●海外売上高比率：  

２５．９％  
２８．７％  

 
●設備投資：  
２６億９千３百万円  
２１億３千８百万円  

（前年同期比２６．０％増） 
 
●減価償却費：  
２９億７千万円  
２９億４千万円  
（前年同期比１．０％減） 

 

売   上  
［７期連続で過去最高を更新。  

日本とアジアで米国をカバー］  
■当第２四半期累計期間の連結売上高につきましては、北

米の大型車を中心とした自動車販売低迷による減産の影響

があったものの、小型車・軽自動車向けの生産が堅調に推

移した日本と成長著しいアジアがこれを補い、前年同期比

３．６％増の７１２億７千９百万円で２４億５千３百万円

の増収となり、７期連続で過去最高を更新いたしました。 
■為替換算レートの影響と北米自動車市場低迷による生産

減少により、米国は前年同期比１４．６％減の１２８億９

千１百万円で２１億９千９百万円の減少となりましたが、

日本がガソリン高を背景に小型車・軽自動車向けの生産が

堅調に推移し、前年同期比７．６％増の５３１億４千９百

万円で３７億７千１百万円の増加となり、また中国、タイ

も好調を維持し、アジアは前年同期比２０．２％増の５２

億３千８百万円で８億８千１百万円の増加となり、日本と

アジアで米国をカバーいたしました。 
■得意先別では、主力のトヨタグループ向けが北米生産減

少の影響により前期比２．０％減の４５９億９千９百万円

で９億３千８百万円の減少となりましたが、スズキ（株）

が「ＳＸ－４」や「パレット」など小型車・軽自動車向け

の生産が堅調に推移し前年同期比１６．８％増の５８億

７千３百万円で８億４千３百万円の増加となったほか、 
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日産自動車（株）が「エクストレイル」など九州生産の

新型車向けの増産などにより前年同期比１６．４％増の

４９億９百万円で６億９千万円増加し、また製品別では、

主力製品のドアサッシが前年同期比８．２％増加するな

ど、小型車・軽自動車向けの増産効果とともに、得意先自

動車メーカーへの拡販活動や新規受注品の新製品効果など

により、順調に売上を伸ばすことができました。 

■    地域別売上高   ■  
 
・日本  
５３１億４千９百万円  
４９３億７千８百万円 
（前年同期比７．６％増） 

・米国 
１２８億９千１百万円 
１５０億９千万円 
（前年同期比１４．６％減） 

・アジア 
５２億３千８百万円 
４３億５千７百万円 
（前年同期比２０．２％増）

・合計  
７１２億７千９百万円 
６８８億２千５百万円 
（前年同期比３．６％増） 

 
 
■     得意先別売上高   ■
 
・トヨタＧ    （６４．５％） 
４５９億９千９百万円 
４６９億３千７百万円 
（前年同期比２．０％減） 

・売上高上位３社 
①トヨタ自動車 （３５．５％） 
２５２億９千６百万円 
２６１億６千３百万円 
（前年同期比３．３％減） 

②スズキ     （８．２％）

５８億７千３百万円 
５０億２千９百万円 
（前年同期比１６．８％増） 
③日産自動車  （６．９％）  
４９億９百万円 
４２億１千８百万円 
（前年同期比１６．４％増） 

＊社名横の（）内は売上構成比率 
 
 
■    主要製品別売上高  ■
 
①シートリクライナ・ 

シートアジャスタ 
（３６．３％） 

２５８億９千９百万円 
２５８億２千９百万円 
（前年同期比０．３％増） 

②ウインドレギュレータ 
（２９．４％） 

２０９億７千２百万円 
２０５億９千３百万円 
（前年同期比１．８％増） 

 ③ドアサッシ   （１７．９％） 
１２７億４千１百万円 
１１７億７千８百万円 
（前年同期比８．２％増） 

＊製品名横の（）内は 
      売上構成比率 

 

＊５月１３日に公表いたしました期初予想の売上高７２０

億円（前年同期比４．６％増）に対しては１．０％減とな

りました。なお、１０月２７日に、５月１２日公表の期初

予想の修正をお知らせしております。 
 
国内売上 
■国内につきましては、主力のシロキ工業が前年同期比で

７．５％増の５３０億８千１百万円で３６億９千５百万円

の増収となり、３期連続で過去最高の売上高となりました。 
これは主として小型車・軽自動車向けの生産が好調に推移

したことや、新型車向けの増産などが寄与したためであり

ます。 
＊５月１３日に公表いたしました個別期初予想の売上高５

１８億円（前年同期比４．９％増）に対しては２．５％増

となりました。なお、１０月２７日に、５月１３日公表の

期初予想の修正をお知らせしております。 
海外売上 
■米国につきましては、円高による為替換算レートの影響

と大型車を中心に北米市場冷え込みによる得意先自動車メ

ーカーの生産減少などの影響によって、シロキノースアメ

リカ（テネシー州）が前年同期比１４．４％減の１２９億

２千１百万円で、２１億６千９百万円の減収となりました。 
■アジアにつきましては、中国では現地トヨタ自動車の「カ

ムリ」や日産自動車の「テイーダ」向けの生産増加などによ

って広州白木汽車零部件（広州市）が前年同期比２１．２％

増の２７億９千４百万円で４億８千８百万円の増収となり

ました。また、タイでは現地トヨタ自動車の「カムリ」や

三菱自動車の「ストラーダ」向けの生産増加が寄与し、 
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シロキタイランド（チョンブリ県）が前年同期比１７．８％

増の２４億４千５百万円で３億６千９百万円の増収となり

ました。 
利   益 
［合理化活動や「中計」の取り組み効果などで 

利益いずれも過去最高］ 
■利益につきましては、日本、アジアでの売上増加による

限界利益増加と徹底した合理化活動による収益改善効果に

加え、懸念材料だった原材料および原油等の市場変動によ

る影響が当期後半からの発生で当期においては限定的であ

ったことや、本年４月より開始した新中期経営計画「シロ

キビジョン２０１２」に基づく生産性向上活動の効果が寄

与し、営業利益は前年同期比４６．５％増の２５億３千３

百万円で８億４百万円の増益となりました。また経常利益

は前年同期比６１．４％増の２５億４千７百万円で９億６

千９百万円の増益となり、四半期純利益も前年同期比５０．

５％増の１８億２千７百万円で６億１千３百万円の増益と

なり、この結果、営業、経常、四半期純利益ともに過去最

高の利益をあげることができました。 
＊５月１３日に公表いたしました営業利益１６億円（前年

同期比７．５％減）の期初予想に対しては５８．３％の増、

同じく経常利益１６億円（前年同期比１．５％増）の期初

予想に対しては５９．２％増、また四半期純利益１１億円

（前年同期比９．４％減）対しても６６．１％増となりま

した。個別業績予想につきましても営業利益３億円（前年

同期比５０．２％減）の期初予想に対しては２１７．０％

増、経常利益７億円（前年同期比２０．５％減）に対して

は１０３．１％増、四半期純利益５億円（前年同期比２８．

２％減）に対しては５７．０％増となりました。 
なお、１０月１７日に、５月１３日公表の期初予想の修

正をお知らせしております。 
 
 

■    主要会社別売上高 ■
 
①シロキ工業  
５３０億８千１百万円  
４９３億８千５百万円 
（前年同期比７．５％増） 

②シロキノースアメリカ 
１２９億２千１百万円 
１５０億９千万円 
（前年同期比１４．４％減） 

③広州白木汽車零部件 
２７億９千４百万円 
２３億６百万円 

   （前年同期比２１．２％増） 
④シロキタイランド 
２４億４千５百万円 
２０億７千６百万円 
（前年同期比１７．８％増） 

 
 
■   セグメント別営業利益  ■
 
・日本  
１１億９千８百万円  
６億３千３百万円 
（前年同期比８９．１％増） 

・米国 
２億８千６百万円 
２億９千８百万円 
（前年同期比３．８％減） 

・アジア 
８億４千２百万円 
５億８千６百万円 
（前年同期４３．７％増） 

・消去又は全社 
２億５百万円 
２億１千万円 
（前年同期２．４％減） 

・合計 
２５億３千３百万円 
１７億２千９百万円 

   （前年同期比４６．５％増） 
 

■     個別決算概要   ■
 
①売上高：  
５３０億８千１百万円  
４９３億８千５百万円 
（前年同期比７．５％増） 

②営業利益： 
９億５千１百万円 
６億３百万円 
（前年同期比５７．６％増） 

③経常利益： 
１４億２千２百万円 
８億８千１百万円 
（前年同期比６１．４％増） 
⑥四半期純利益： 

７億８千５百万円 
●設備投資： 

２０億４千１百万円（前年同期比２１．９％増）

●減価償却費： 

２２億２千万円（前年同期比０．５％減） 

3 

６億９千６百万円 
（前年同期比１２．８％増） 

 



２、平成２１年３月期通期連結業績予想について                  
 
売   上 
［世界的な需要低迷のなか微減を予想］ 
■今期の連結の通期業績予想につきましては、北米市場の

低迷に加え、金融危機に伴う需要低迷が世界にも広がりを

見せ、成長著しい新興市場も減速感が鮮明となり、また円

高もあり、今後の自動車業界を取り巻く環境は一段と厳し

さを増すものと予想されますが、拡販に努め、通期

売上高は前期比１．１％減の１，４２０億円で１５億５

千７百万円の微減を見込んでおります。 
＊５月１３日公表いたしました期初の連結業績予想の通期

売上高１，４５０億円（前期比１．０％増）に対しては、

２．１％減の下方修正するものであります。 
 
国内売上 
■大型車を中心に輸出向けの生産が大幅に減少するものの、

小型車・軽自動車向けの生産は底堅く推移し、鋼材の市況

変化に伴う価格引き上げなどにより、主力のシロキ工業の

通期売上高は、前期比０．６％増の１,０６０億円で６億５
千７百万円の微増にとどまるものと予想しております。 

■       通期連結予想    ■
（＊上段通期予想、下段前期実績）

①売上高： 

１,４２０億円 

１,４３５億５千７百万円 

（前期比１．１％減） 

②営業利益： 

３５億円 

５０億５千８百万円 

（前期比３０．８％減） 

③経常利益： 

３２億円 

３９億３千１百万円 

（前期比１８．６％減）

④当期純利益： 

１９億円 

２９億７百万円 

（前期比３４．６％減） 

 

●１株当たり当期純利益：  
２１円４３銭  
３２円７７銭  
 

●海外売上高比率：  
２５．３％  
２７．０％  

 
●設備投資：  
８７億４千２百万円  
６８億４千９百万円 

（前期比２７．６％増） 
 
●減価償却費：  
６１億６千万円  
６０億９千７百万円 

（前期比１．０％増）

 
 
■    会社別売上高予想 ■

 
①シロキ工業  
１０６０億円  
１ ,０５３億４千３百万円 

（前期比０．６％増） 
②シロキノースアメリカ 
２４２億円 
２８５億５千８百万円 
（前期比１５．３％減） 

③広州白木汽車零部件 
６１億円 

    ４９億９百万円 
     （前期比２４．３％増） 
④シロキタイランド 
４８億円 
４７億８百万円 
（前期比２．０％増） 
 

＊５月１３日公表いたしました期初の個別業績予想の通期

売上高１０５４億円（０．１％増）に対しては、０．６％

増の上方修正するものであります。 
海外売上 
■北米は引き続き市場低迷が予想されるため、シロキノー

スアメリカの通期売上高を前期比１５．３％減の２４２億

円で４３億５千８百万円の減収を予想しております。 
■アジアでは、成長に陰りが見られるものの中国の広州白

木汽車零部件が通期売上高を前期比２４．３％増の６１億

円で１１億９千１百万円の増収を予想しております。また、

タイのシロキタイランドも通期売上高は前期比２．０％増

の４８億円で９千２百万円の増収を予想しております。 
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利   益 ■       通期個別予想    ■
 

①売上高： 

１,０６０億円 

１,０５３億４千３百万円 

（前期比０．６％増）

②営業利益： 

１０億円 

２３億７千６百万円 

（前期比５７．９％減）

③経常利益： 

１７億円 

２１億５千５百万円 

（前期比２１．１％減）

④当期純利益： 

４億円 

１３億３千１百万円 

（前期比６９．９％減）

●設備投資： 

７１億４千８百万円 
３７億８千９百万円 
（前期比８８．７％増） 

●減価償却費： 
４６億７千７百万円 
４６億３千８百万円 
（前期比０．８％増） 

 

［一段と厳しい経営環境のもと、減益幅増で予想を修正］ 
■利益につきましては、国内の生産台数減少に加え、引き

続き円高や高止まりする原材料価格などの影響もあり、通

期営業利益は前期比３０．８％減の３５億円で１５億５千

８百万円の減益を予想しております。また、通期経常利益

は前期比１８．６％減の３２億円で７億３千１百円の減益、

当期純利益は３４．６％減の１９億円で１０億７百万円の

減益を予想しております。 
＊５月１３日に公表いたしました通期連結業績予想の営業

利益４２億円（前期比１７．０％減）に対して、１６．７％

の減、経常利益４０億円に（前期比１．８％増）対し、２

０．０％の減、また当期純利益２８億円（前期比３．７％

減）に対し、３２．１％の減、とそれぞれ下方修正するも

のであります。 
＊個別業績予想につきましても、営業利益１２億円（前期

比４９．５％減）に対して１６．７％減、経常利益２０億

円（前期比７．２％減）に対して１５.０％減、当期純利益
１３億円（前期比２．３％減）に対して６９．２％減、そ

れぞれ下方修正するものであります。 
 
■当社グループは今後も、競争優位性を維持し、収益基盤

を再構築し、継続的成長をはかってまいるべく中期経営計

画「シロキビジョン２０１２」に取り組み、経営体質強化、

業績向上に努めてまいります。 
                      以 上 

 
 

■ この件のお問い合わせは： 
シロキ工業株式会社（０５３３）８４－４６９１  

常務取締役経理部長 大石   
総務部広報担当 眞野 まで 
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業 績 推 移   シロキ工業株式会社 

連・単売上高推移（第２四半期累計期間）      連・単売上高推移（通期） 
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連結利益の推移（第２四半期累計期間）      連結利益の推移（通期） 
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